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データを活用して，問題を解決しよう1
疑問 紙の大きさはどちらがいいのかな1

1.	 調べたいことを決めて，どのように解決するか考えよう

かりんさんは，次の (ア)と (イ)のような，大きさの違
ちが

う	

正方形の紙を準備し，滞空時間をくらべることにしました。

2 mの高さから紙を落とし，手を離
はな

してから	

床
ゆか

につくまでの時間をストップウォッチではかる実験を，	

それぞれ 50回おこないました。

1 cm

1 cm

2 cm

2 cm(ア) (イ)

（イ）の滞空時間
実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

1 2.36 21 3.04 41 2.42
2 2.58 22 2.57 42 2.50
3 2.87 23 2.91 43 2.51
4 2.72 24 2.94 44 2.98
5 2.63 25 2.59 45 2.50
6 2.92 26 2.70 46 2.69
7 2.68 27 2.86 47 2.94
8 2.72 28 2.68 48 2.69
9 3.04 29 2.57 49 2.70

10 2.82 30 2.80 50 2.64
11 2.77 31 2.84
12 2.70 32 3.01
13 2.49 33 2.59
14 2.70 34 2.54
15 2.75 35 2.81
16 2.83 36 2.86
17 2.76 37 2.89
18 2.64 38 2.92
19 2.67 39 2.74
20 2.50 40 2.53

（ア）の滞空時間
実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

1 2.48 21 2.16 41 2.21
2 2.36 22 2.36 42 2.24
3 2.17 23 2.33 43 2.43
4 2.16 24 2.36 44 2.27
5 2.09 25 2.44 45 2.35
6 2.36 26 2.21 46 2.19
7 2.48 27 2.30 47 2.42
8 2.38 28 2.25 48 2.43
9 2.35 29 2.08 49 2.49

10 2.10 30 2.78 50 2.37
11 2.28 31 2.40
12 2.44 32 2.04
13 2.22 33 2.11
14 2.51 34 2.25
15 1.94 35 2.45
16 2.41 36 2.60
17 2.62 37 2.28
18 2.71 38 2.11
19 2.23 39 2.16
20 2.38 40 2.24

実験の結果，(ア)と (イ)の滞空時間は，下の表のようになりました。

2.	 必要なデータを集めよう
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疑問 紙の大きさはどちらがいいのかな1

3.	 データの傾向や特徴を調べよう

	散らばりのようすを示す値を使ってくらべましょう。

(ア) も (イ) も滞空時間はばらばらだね
もっとも大きい値と小さい値に 
着目してみよう

右の表は，(ア)と (イ)の滞空時間を，値の小さい順に	
並べたものです。

（ア）
滞空時間

(秒)
1.94
2.04
2.08
2.09
2.10
2.11
2.11
2.16
2.16
2.16
2.17
2.19
2.21
2.21
2.22
2.23
2.24
2.24
2.25
2.25
2.27
2.28
2.28
2.30
2.33
2.35
2.35
2.36
2.36
2.36
2.36
2.37
2.38
2.38
2.40
2.41
2.42
2.43
2.43
2.44
2.44
2.45
2.48
2.48
2.49
2.51
2.60
2.62
2.71
2.78

（イ）
滞空時間

(秒)
2.36
2.42
2.49
2.50
2.50
2.50
2.51
2.53
2.54
2.57
2.57
2.58
2.59
2.59
2.63
2.64
2.64
2.67
2.68
2.68
2.69
2.69
2.70
2.70
2.70
2.70
2.72
2.72
2.74
2.75
2.76
2.77
2.80
2.81
2.82
2.83
2.84
2.86
2.86
2.87
2.89
2.91
2.92
2.92
2.94
2.94
2.98
3.01
3.04
3.04

データの値の中で，もっとも小さい値を 最
さい

小
しょう

値
ち

，	

もっとも大きい値を 最
さい

大
だい

値
ち

 といいます。

また，最大値と最小値の差を，分布の 範
はん

囲
い

 といいます。

範囲＝最大値−最小値

(ア)の滞空時間について，
最大値は 2.78	
最小値は 1.94

だから，範囲は，

2.78-1.94 = 0.84 (秒)

範囲は，１つの値で 
示すんだね

範囲例 1

問 1 	 (イ)の滞空時間について，範囲を求めなさい。

説明しよう

範囲をくらべると，(ア)と (イ)の滞空時間について，	
どんなことがいえるでしょうか。
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疑問 紙の大きさはどちらがいいのかな1

4.	 結論をまとめよう

話しあおう

これまで，(ア)と (イ)の滞空時間について，	
次のように，いろいろな方法で整理しました。

これらのことから，(ア)と (イ)のどちらが	
滞空時間が長いといえるでしょうか。

理由もあわせて説明しましょう。

1 cm

1 cm

2 cm

2 cm

(ア)

(イ)

(ア) と (イ) の滞空時間

滞空時間 (秒) (ア) (イ)
度数 (回) 累積度数 (回) 度数 (回) 累積度数 (回)

1.80以上	～ 2.00未満 1 1 0 0
2.00	 	 ～ 2.20 11 12 0 0
2.20	 	 ～ 2.40 22 34 1 1
2.40	 	 ～ 2.60 12 46 13 14
2.60	 	 ～ 2.80 4 50 18 32
2.80	 	 ～ 3.00 0 50 15 47
3.00	 	 ～ 3.20 0 50 3 50

計 50 50

1.6
0

5

10

15

20

2.0 2.4 2.8 3.2（秒）

（回）

（ア） （イ）

(ア) (イ)
最小値 1.94秒 2.36秒
最大値 2.78秒 3.04秒
範囲 0.84秒 0.68秒
平均値 2.32秒 2.72秒
中央値 2.34秒 2.70秒
最頻値 2.30秒 2.70秒

1.6
0

5

10

15

20

2.0 2.4 2.8（秒）

（回）
（ア）の滞空時間

1.6
0

5

10

15

20

2.0 2.4 2.8 3.2（秒）

（回）
（イ）の滞空時間
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疑問 紙の形はどちらがいいのかな2

そこで，(イ)の面積が 4 cm2であることに着目し，	

面積は同じで，形の違う (ウ)の滞空時間を調べ，	
(イ)の滞空時間とくらべてみることにしました。

(イ)	 正方形	 	 (ウ)	 長方形

2 cm

2 cm

1 cm

4 cm

かりんさんは， 疑問 1 で，(イ)の方が滞空時間が	
長いと考えました。

1.	 調べたいことを決めて，どのように解決するか考えよう

滞空時間 (秒) 度数 (回)
2.40以上	～ 2.60未満 1
2.60	 	 ～ 2.80 1
2.80	 	 ～ 3.00 5
3.00	 	 ～ 3.20 5
3.20	 	 ～ 3.40 9
3.40	 	 ～ 3.60 3
3.60	 	 ～ 3.80 3
3.80	 	 ～ 4.00 1
4.00	 	 ～ 4.20 2

計 30

表 2 （ウ）の滞空時間の度数分布表表 1 （ウ）の滞空時間
実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

実験
回数

滞空時間
(秒)

1 4.05 11 3.42 21 3.43
2 2.97 12 3.26 22 2.90
3 3.04 13 3.06 23 2.94
4 3.36 14 3.39 24 3.11
5 3.03 15 3.20 25 3.81
6 4.01 16 3.38 26 3.71
7 2.72 17 3.04 27 3.27
8 3.53 18 3.33 28 3.73
9 3.65 19 3.31 29 2.99

10 3.34 20 2.51 30 2.80

かりんさんが (ア)と (イ)の滞空時間を測定したときと同じ条件で，	
別のクラスが (ウ)の滞空時間を測定する実験をすでにおこなって	
いたので，実験結果と度数分布表を見せてもらいました。

2.	 必要なデータを集めよう

5

10

データを活用して，問題を解決する力を  身につけるために特集 2

日常生活や社会では，目的に応じて必要なデータを収
集して分析し，その傾向をふまえて問題を解決したり，
意思決定をしたりすることが多くあります。統計的に問
題解決を行う際には，右のようなPPDACサイクルを意
識することが大切です。

そこで，この教科書では，流れやページ構成を工夫し，
自然にPPDACサイクルに沿って学習に取り組めるよう
にしています。

PPDACサイクルを意識した構成

● 1年 みんなで学ぼう編 p.216～217 ● 1年 みんなで学ぼう編 p.223 ● 1年 みんなで学ぼう編 p.224

Data Data

Analysis Conclusion

Problem
（問題）

Problem
（問題）

Problem
（問題）

Problem
（問題）

Conclusion
（問題）

Problem
（問題）

Plan
（計画）

Conclusion
（分析）

PPDAC

Analysis
（分析） Data

（データ）

Problem
（問題）

Plan
（計画）

Conclusion
（結論） PPDAC

サイクル

Analysis
（分析） Data

（データ）

ＰＰＤＡＣサイクルが
目に見えるような
構成にしています。

「データの活用」領域で学習する内容は，これからのAI時代に必須となる
「データサイエンス」の素地となるものです。その視点から，この領域の指導
で特に意識してほしい点が2つあります。

1つ目は，この領域で学習するヒストグラムや箱ひげ図，四分位数などの様々
な手法は，現実の問題を解決する際の一連の流れ（PPDACサイクル）の中
で適宜組み合わせて使うものだという点です。
2つ目は，実生活や他の場面の問題を解決する際にもPPDACサイクルを
使って取り組んでみてほしいという点です。夏休みの自由研究などで取り組む
のもとてもよい機会になると思います。

データを用いて未知の問題に挑み，新しい発見ができる人材が必要とされ，
この領域での学習はそれに通じる一歩になります。

青山 和裕
愛知教育大学准教授

ＰＰＤＡＣサイクルを
くり返す構成に
しています。

Problem

Plan

Problem

Plan

1年7章

特
集
②
　
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
，
問
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

どんな疑問を解決しているかを見
開きごとに必ず表示し，常に目的
意識を持てるようにしています。

PPDACサイクルの
1周目を　　　　と
しています。
1周目を　　　　と疑問 1 PPDACサイクルの1周目の結論を受けて，

2周目のサイクルとして，　　　　に入ります。2周目のサイクルとして，　　　　に入ります。疑問2

と続きます。

Analysis

Conclusion
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中学校ではじめて扱うことになる箱ひげ図でも，問題解決に利用することを重視しています。
箱ひげ図の導入題材としては，インターネットの通信速度を取り上げています。

急速に進む情報化社会の中では，たくさんのデータがあふれています。
様 な々データの中から必要なものを選び，多面的に吟味してよりよい解決を目指すためには，
「批判的に考察する力」を身につけることが大切です。
この教科書では，３年間を通して，この力が身につけられるような箇所を随所に設けています。
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7章 箱ひげ図とデータの活用
通信速度をくらべよう

かりんさんとおじさんは，インターネットの通信速度について話していて，	

おじさんはインターネットをどこの会社と契
けい

約
やく

するか迷っています。

1

動画を快適に送信したいから， 
通信速度が速い会社が 
いいのだけれど……

それぞれの 
会社の通信速度を 
調べてみたら 
どうかな？

インターネット接続会社のホームページを見たところ，	

通信速度の測定結果として，ある図がのっていました。

下の図は，A社，B社，C社，D社の 4社分の結果を，まとめたものです。

2

0

D社

10 20 30 5040 60 (Mbps)

C社

B社

A社

図 1　通信速度（送信時）測定結果

注意 	「Mbps」は 1秒間に送受信可能な情報量を表す単位で，「メガビーピーエス」	
などと読みます。数値が大きいほど，一定時間に送受信できる情報量が多くなり，	

例えば，動画を快適に視
し
聴
ちょう
できるなどのメリットがあります。
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整理されたデータから読みとろう2
	グラフを読みとりましょう。

けいたさんはある遊園地 Aと Bの昨年 1年間の入場者数を	
調べていたところ，次のようなグラフを見つけました。

20130

20

40

60

80

100

2015 2017

遊園地Aの入場者数（万人）

（年） 2013

72

74

76

78

遊園地 Bの入場者数（万人）

（年）

80

2015 201770

話しあおう

けいたさんはこのグラフを見て，次のように考えました。

けいたさんの考えは正しいでしょうか。

グラフの目もりに 
注意しよう

遊園地 A にくらべて，遊園地 B の方が 
入場者数の増え方が大きいね

グラフの表し方によって，読み手に与
あた

える印象が大きく変わる	

ことがあります。

グラフから判断するときには，主張したいことを強調するために	

意図的な整理のしかたがされていないかなどにも注意しましょう。
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身のまわりの疑問を解決するために，無作為抽出した標本の性質を読みとり，その性質を 
利用できないかと考えた。

	調査の対象を決めましょう。

全員に聞くのは 
たいへんだから， 
標本調査をしようよ

全校生徒は 
300 人もいるね

話しあおう

けいたさんは調査をする対象について，次のように考えました。

けいたさんの考えについて，どう思いますか。

図書室にいる人を対象に， 
標本調査をしたらどうかな？

	標本調査の結果から推定しましょう。

ある学校の全校生徒 1500人から，100人を無作為に	
抽出して，読書が好きかきらいかの調査をおこなった	

ところ，100人のうち，読書が好きな人は 60人だった。

全校生徒に対する読書が好きな人の割合は， 60
100 と	

考えられる。よって，全校生徒のうち，読書が好きな人は，

1500* 60
100 = 900

となり，およそ 900人と推定される。

割合をもとに推定する例 1

けいたさんたちは全校生徒の中から，無作為に抽出し，	

アンケート用紙を使って標本調査をおこないました。

問 1 	 全校生徒 300人から，40人を無作為に抽出して，	
読書が好きかきらいかの調査をおこなったところ，	

40人のうち，読書が好きな人は 28人でした。
全校生徒のうち，読書が好きな人はおよそ何人と	

推定されますか。
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問 2 	 おじさんがさらに調べていると，A〜D社のほかに，	
E社もあることがわかりました。
E社の通信速度について，四分位数を求め，	
箱ひげ図をかきなさい。

E 社 通信速度 測定結果 (Mbps)
 11，19，27，17，28，21，5，15

まず値の小さい順に 
並べかえよう

0 10 4020 30 50 (Mbps)

箱ひげ図は，データのおおまかな分布のようすを見るのに便利です。

また，箱ひげ図に表すと，172ページの図 1のように，複数の	
データの分布のようすをくらべやすくなります。

	四分位数をもとにして，データの散らばりを調べましょう。

ひろげよう

かりんさんは，172ページの図 1を見て，次のように考えました。

かりんさんの考えについてどう思いますか。

最大値がもっとも大きいのは D 社だから， 
D 社を選べば，通信速度が速くて快適に使えそうだね

第 3四分位数と第 1四分位数の差を，四
し

分
ぶん

位
い

範
はん

囲
い

 といいます。

四分位範囲＝第 3四分位数−第 1四分位数

A社の通信速度の四分位範囲は，
第 3四分位数が 27 Mbps，第 1四分位数が 13 Mbps

だから，27-13 = 14 (Mbps)

四分位範囲例 2

問 3 	 B社の通信速度について，四分位範囲を求めなさい。 p.193 １
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	データの分布のようすを読みとりましょう。

2つの容器 A，Bに，卵が 10個ずつはいっています。
それぞれの容器にはいった卵の重さの違いを調べるため， 
卵の重さを 1個ずつはかると，右の表のようになりました。
これらの平均値，中央値は，それぞれ次のようになります。

容器 A……平均値 50.5g，中央値 50.6g
容器 B……平均値 50.5g，中央値 50.6g

容器 Aと Bの卵の重さの分布のようすは， 
ほぼ同じといってよいでしょうか。

卵の重さ（g）
容器 A 容器 B
50.1 43.2
48.7 50.3
50.5 57.1
52.1 53.7
47.8 50.2
48.4 44.9
52.2 50.9
50.7 55.3
53.3 45.8
51.2 53.6

ひろげよう

・範囲
容器 A……53.3-47.8=5.5 (g)
容器 B……57.1-43.2=13.9 (g)

・度数分布表

・ヒストグラム

42 44 46 48 50 52 54 56 580

5

(g)

（個） 卵の重さ（容器 A）
平均値

42 44 46 48 50 52 54 56 580

5

(g)

（個） 卵の重さ（容器 B）
平均値

卵の重さ

階級 (g) 容器 A 容器 B
度数 (個) 度数 (個)

	42以上～ 44未満 0 1
	44	 ～ 46 0 2
	46	 ～ 48 1 0
	48	 ～ 50 2 0
	50	 ～ 52 4 3
	52	 ～ 54 3 2
	54	 ～ 56 0 1
	56	 ～ 58 0 1

計 10 10

上の の容器 Aと Bについて，代表値だけでなく，	
これまでに学んだ範囲，度数分布表，ヒストグラムを使って	

調べてみると，次のようになります。

容器 Aと Bでは，平均値，中央値は，それぞれ同じ値に	
なりますが，範囲は大きく違うことがわかります。

また，度数分布表とヒストグラムを見ると，	

容器 Aの卵の重さは，平均値に近い値に集まっていますが，	
容器 Bの卵の重さは散らばっていることがわかります。
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身のまわりの疑問を解決するために，分布を箱ひげ図に表して複数のデータの特徴を読みとり， 
その特徴を利用できないかと考えた。

図 1から，1958年よりも 1978年の方が， 

26℃より下の線が長い。
したがって，気温が 26℃より低い日は，
1958年より 1978年の方が多い。

説明しよう

かりんさんは，前ページの図 1から，1958年と 1978年の	
箱ひげ図に着目して，次のように考えました。	

下線をひいた部分は正しいでしょうか。	

理由もあわせて説明しましょう。

1958年20

25
26

30

35

1978年

(℃)

	箱ひげ図から判断しましょう。

話しあおう

前ページの図 1，表 1から，気温は高くなる傾向にあるといえるでしょうか。

箱の位置をくらべると，上がったり 
下がったりしているけれど， 
1958 年と 2018 年の箱に着目すると， 
1958 年より 2018 年の方が上にあるから， 
気温は高くなる傾向にあるんじゃないかな

箱ひげ図の箱以外の 
部分や，ほかの年の 
気温も調べてみようよ

数学ライブラリー

前ページでは，東京の気温について調べました。同じようにして，	

みなさんの住む地域の気温についても調べてみましょう。

気温のデータは，気象庁のホームページから見ることができます。

データを整理する際には，コンピュータを使うと，データの値を	

大きい順や小さい順に並べかえたり，箱ひげ図をつくることができます。

コンピュータをうまく使って，データを活用してみましょう。

コンピュータを使って
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箱ひげ図節1

前ページの図 1の A社は，次のデータをもとにつくられています。

話しあおう

前ページの図 1の A社の図は，どのようなことを表しているでしょうか。
上のデータの，最大値，最小値，中央値を求め，それぞれが	

図のどこにあたるかに着目して，考えてみましょう。

3

通信速度 (送信時) 測定結果 (Mbps)
18，32，15，21，1，16，48，22，9，11，24，17，30

この図は，どのようなことを 
表しているのかな？

測定結果のデータがあるから， 
この図と見くらべてみよう

データの値を大きさの順に並べたとき， 
その中央の値を，中央値といいます。
データの個数が奇

き
数
すう

の場合は， 
まん中の値が中央値です。
データの個数が偶

ぐう
数
すう

の場合は， 
中央に並ぶ 2つの値の平均をとって 
中央値とします。

データの個数が奇数の場合

中央値
↑

データの個数が偶数の場合

中央値
↑

ふりかえり 算数

データを整理する方法として，これまでに，度数分布表や 
ヒストグラムなどを学んできました。
ここでは，さらに新しい方法を学びましょう。

5

10

15

● 2年 みんなで学ぼう編 p.172～173

● 1年 みんなで学ぼう編 p.229

● 1年 みんなで学ぼう編 p.230

● 2年 みんなで学ぼう編 p.180

● 2年 みんなで学ぼう編 p.176

● 3年 みんなで学ぼう編 p.213

箱ひげ図の有用性がわかる題材 批判的に考察する力の育成2年7章

● 2年 みんなで学ぼう編 p.180

QRコンテンツ

四分位数を簡単に求めたり，箱ひ
げ図を簡単につくったりすることが
できるツールをご用意しています。

1年7章・2年7章・3年8章

特
集
②
　
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
，
問
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

箱ひげ図は，データのばらつきをわかりやすく表現できるグラフ
です。この箱ひげ図のよさが伝わる題材として，インターネット
の通信速度を取り上げました。実際に携帯キャリアのウェブサ
イトでは通信速度が箱ひげ図に整理されて掲載されています。
インターネットの通信速度のばらつきは，インターネットの使い
勝手に大きく影響します。例えば，最大値だけが高くても，
たった一瞬，高速の通信ができるだけかもしれず，これではイン
ターネットの使い勝手はよいとは言えません。たった一瞬だけ
高速の通信ができるよりも，常に高速で，かつ，安定した速度
で使える方が，インターネットを快適に使うことができるでしょう。
このようなことから，通信速度のばらつきを見ることは，とても
大切です。箱ひげ図からは通信速度の分布の様子を読み取る
ことができるため，この題材を通して，箱ひげ図の有用性が実
感できると考えています。

また，「学習のとびら」で箱ひげ図自体を取り上げることにより，
箱ひげ図に入るまでの指導時間を短縮することができ，その分，
箱ひげ図を使った問題解決にじっくり取り組むこともできます。

この題材にした理由

平均値，中央値だけで
判断してもよい？

箱ひげ図のひげが長いと，
データも多い？

最大値だけで
判断してもよい？

グラフの目盛りは？

標本調査の対象は？

※このコンテンツは，パソコンやタブレット
でのご利用をおすすめしています。
　https://digi-keirin.com/js21/sk/


